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第 1 章

IPユニキャストルーティングの設定

• IPユニキャストルーティングについて（1ページ）
• IPユニキャストルーティングをイネーブルにする方法（5ページ）
• IPネットワークのモニタリングおよびメンテナンス（13ページ）
• IPユニキャストルーティングの設定例（14ページ）
•その他の参考資料（15ページ）
• IPユニキャストルーティングの機能情報（15ページ）

IPユニキャストルーティングについて
このモジュールでは、デバイスで IPv4ユニキャストルーティングを設定する方法について説
明します。

IPv4トラフィックに加え、IPv6ユニキャストルーティングをイネーブルにして IPv6トラフィッ
クを転送するようにインターフェイスを設定することもできます。

（注）

IPルーティングの概要
一部のネットワーク環境で、VLAN（仮想LAN）は各ネットワークまたはサブネットワークに
関連付けられています。IPネットワークで、各サブネットワークは 1つの VLANに対応して
います。VLANを設定すると、ブロードキャストドメインのサイズを制御し、ローカルトラ
フィックをローカル内にとどめることができます。ただし、異なる VLAN内のネットワーク
デバイスが相互に通信するには、VLAN間でトラフィックをルーティング（VLAN間ルーティ
ング）するレイヤ 3デバイス（ルータ）が必要です。VLAN間ルーティングでは、適切な宛先
VLANにトラフィックをルーティングするため、1つまたは複数のルータを設定します。
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図 1 :ルーティングトポロジの例

次の図に基本的なルーティングトポロジを示します。スイッチ Aは VLAN 10内、スイッチ B
は VLAN 20内にあります。ルータには各 VLANのインターフェイスが備わっています。

VLAN 10内のホスト Aが VLAN 10内のホスト Bと通信する場合、ホスト Aはホスト B宛に
アドレス指定されたパケットを送信します。スイッチAはパケットをルータに送信せず、ホス
ト Bに直接転送します。

ホスト Aから VLAN 20内のホスト Cにパケットを送信する場合、スイッチ Aはパケットを
ルータに転送し、ルータは VLAN 10インターフェイスでトラフィックを受信します。ルータ
はルーティングテーブルを調べて正しい発信インターフェイスを判別し、VLAN 20インター
フェイスを経由してパケットをスイッチ Bに送信します。スイッチ Bはパケットを受信し、
ホスト Cに転送します。

ルーティングタイプ

ルータおよびレイヤ 3スイッチは、次の方法でパケットをルーティングできます。

•デフォルトルーティング

•事前にプログラミングされているトラフィックのスタティックルートの使用

スイッチは、スタティックルートとデフォルトルートをサポートします。IPv4と IPv6の両方
のバージョンの RIPをサポートします。

スタティックユニキャストルート

スタティックユニキャストルートは、特定のパスを通過して送信元と宛先間でパケットを送

受信するユーザ定義のルートです。ルータが特定の宛先へのルートを構築できない場合、スタ

ティックルートは重要で、到達不能なすべてのパケットが送信される最終ゲートウェイを指定

する場合に有効です。

ユーザによって削除されるまで、スタティックルートはスイッチに保持されます。ただし、ア

ドミニストレーティブディスタンスの値を割り当て、スタティックルートをダイナミックルー

ティング情報で上書きできます。各ダイナミックルーティングプロトコルには、デフォルト

のアドミニストレーティブディスタンスが設定されています（次の表を参照）。ダイナミック

ルーティングプロトコルの情報でスタティックルートを上書きする場合は、スタティックルー

トのアドミニストレーティブディスタンスがダイナミックプロトコルのアドミニストレーティ

ブディスタンスよりも大きな値になるように設定します。
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表 1 :ダイナミックルーティングプロトコルのデフォルトのアドミニストレーティブディスタンス

デフォルト距離ルートの送信元

0接続されているインターフェイス

1スタティックルート

5EIGRPサマリールート

90内部 EIGRP

100IGRP

110OSPF

120RIP

225不明

インターフェイスを指し示すスタティックルートは、RIP、IGRP、およびその他のダイナミッ
クルーティングプロトコルを通してアドバタイズされます。redistributeスタティックルータ
コンフィギュレーションコマンドが、これらのルーティングプロトコルに対して指定されてい

るかどうかは関係ありません。これらのスタティックルートがアドバタイズされるのは、イン

ターフェイスを指し示すスタティックルートが接続された結果、静的な性質を失ったとルー

ティングテーブルで見なされるためです。ただし、networkコマンドで定義されたネットワー
ク以外のインターフェイスに対してスタティックルートを定義する場合は、ダイナミックルー

ティングプロトコルに redistributeスタティックコマンドを指定しない限り、ルートはアドバ
タイズされません。

インターフェイスがダウンすると、ダウンしたインターフェイスを経由するすべてのスタティッ

クルートが IPルーティングテーブルから削除されます。転送ルータのアドレスとして指定さ
れたアドレスへ向かう有効なネクストホップがスタティックルート内に見つからない場合は、

IPルーティングテーブルからそのスタティックルートも削除されます。

デフォルトのルートおよびネットワーク

ルータは、他のすべてのネットワークへのルートを学習できません。完全なルーティング機能

を実現するには、一部のルータをスマートルータとして使用し、それ以外のルータのデフォル

トルートをスマートルータ宛てに指定します（スマートルータにはインターネットワーク全

体のルーティングテーブルに関する情報が格納されます）。これらのデフォルトルートは動

的に学習できますが、ルータごとに設定することもできます。ほとんどのダイナミックな内部

ルーティングプロトコルには、スマートルータを使用してデフォルト情報を動的に生成し、

他のルータに転送するメカニズムがあります。

指定されたデフォルトネットワークに直接接続されたインターフェイスがルータに存在する場

合は、そのデバイス上で動作するダイナミックルーティングプロトコルによってデフォルト

ルートが生成されます。RIPの場合は、疑似ネットワーク 0.0.0.0がアドバタイズされます。
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ネットワークのデフォルトを生成しているルータには、そのルータ自身のデフォルトルートも

指定する必要があります。ルータが自身のデフォルトルートを生成する方法の1つは、適切な
デバイスを経由してネットワーク 0.0.0.0に至るスタティックルートを指定することです。

ダイナミックルーティングプロトコルによってデフォルト情報を送信するときは、特に設定

する必要はありません。ルーティングテーブルは定期的にスキャンされ、デフォルトルート

として最適なデフォルトネットワークが選択されます。In Interior Gateway Routing Protocol
（IGRP）ネットワークでは、システムのデフォルトネットワークの候補が複数存在する場合
もあります。Ciscoルータでは、デフォルトルートまたは最終ゲートウェイを設定するため、
アドミニストレーティブディスタンスおよびメトリック情報を使用します。

ダイナミックなデフォルト情報がシステムに送信されない場合は、ip default-networkグローバ
ルコンフィギュレーションコマンドを使用し、デフォルトルートの候補を指定します。この

ネットワークが任意の送信元のルーティングテーブルに格納されている場合は、デフォルト

ルートの候補としてフラグ付けされます。ルータにデフォルトネットワークのインターフェイ

スが存在しなくても、そこへのパスが格納されている場合、そのネットワークは1つの候補と
見なされ、最適なデフォルトパスへのゲートウェイが最終ゲートウェイになります。

ルーティング情報プロトコル

Routing Information Protocol（RIP）は、小規模な同種ネットワーク間で使用するために作成さ
れた内部ゲートウェイプロトコル（IGP）です。RIPは、ブロードキャストUDPデータパケッ
トを使用してルーティング情報を交換するディスタンスベクトルルーティングプロトコルで

す。このプロトコルは RFC 1058に文書化されています。RIPの詳細については、『IP Routing
Fundamentals』（Cisco Press刊）を参照してください。

デバイスはRIPを使用し、30秒ごとにルーティング情報アップデート（アドバタイズメント）
を送信します。180秒以上を経過しても別のルータからアップデートがルータに届かない場合、
該当するルータから送られたルートは使用不能としてマークされます。240秒後もまだ更新が
ない場合、ルータは更新のないルータのルーティングテーブルエントリをすべて削除します。

RIPでは、各ルートの値を評価するためにホップカウントが使用されます。ホップカウント
は、ルート内で経由されるルータ数です。直接接続されているネットワークのホップカウント

は0です。ホップカウントが16のネットワークに到達できません。このように範囲（0～15）
が狭いため、RIPは大規模ネットワークには適していません。

ルータにデフォルトのネットワークパスが設定されている場合、RIPはルータを疑似ネット
ワーク 0.0.0.0にリンクするルートをアドバタイズします。0.0.0.0ネットワークは存在しませ
ん。RIPはデフォルトのルーティング機能を実行するためのネットワークとして、このネット
ワークを処理します。デフォルトネットワークがRIPによって学習された場合、またはルータ
にラストリゾートゲートウェイがあり、RIPがデフォルトのメトリックによって設定されてい
る場合、デバイスはデフォルトネットワークをアドバタイズします。RIPは指定されたネット
ワーク内のインターフェイスにアップデートを送信します。インターフェイスのネットワーク

を指定しなければ、RIPのアップデート中にアドバタイズされません。
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RIPのデフォルト設定
表 2 : RIPのデフォルト設定

デフォルト設定機能

イネーブル自動サマリー

ディセーブルデフォルト情報送信元

自動メトリック変換（組み込み）デフォルトメトリック

認証なし

認証モード：クリアテキスト

IP RIP認証キーチェーン

ディセーブルIP RIPの起動

メディアにより異なるIPスプリットホライズン

未定義Neighbor

指定なしネットワーク

ディセーブルオフセットリスト

0ミリ秒出力遅延

•更新：30秒

•無効：180秒

•ホールドダウン：180秒

•フラッシュ：240秒

タイマー基準

イネーブルアップデート送信元の検証

RIPバージョン 1およびバージョン 2パケッ
トを受信し、バージョン 1パケットを送信し
ます。

バージョン

IPユニキャストルーティングをイネーブルにする方法
デフォルトでは、IPルーティングはデバイス上でディセーブルです。

この手順では、指定されたインターフェイスをスイッチ仮想インターフェイス（SVI）にする
ことができます。これは、interface vlan vlan_idコマンドを使用して作成されたVLANインター
フェイスまたは interface type numberコマンドを使用して作成された物理ポートインターフェ
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イスであり、デフォルトではレイヤ3インターフェイスです。ルーティングが発生するすべて
のレイヤ 3インターフェイスに、IPアドレスを割り当てる必要があります。

デバイスでは、16のスタティックルート（ユーザ設定のルートとデフォルトルートを含む）
と、管理インターフェイスの直接接続されたルートとデフォルトルートがサポートされていま

す。

（注）

ルーティングを設定する手順は次のとおりです。

• VLANインターフェイスをサポートするために、デバイスでVLANを作成および設定し、
レイヤ 2インターフェイスに VLANメンバーシップを割り当てます。

•レイヤ 3インターフェイスを設定します。

•デバイスで IPルーティングをイネーブルにします。

•レイヤ 3インターフェイスに IPアドレスを割り当てます。

•スタティックルートを設定します。

IPユニキャストルーティングのイネーブル化
デフォルトで、デバイスはレイヤ 2スイッチングモード、IPルーティングはディセーブルと
なっています。デバイスのレイヤ3機能を使用するには、IPルーティングをイネーブルにする
必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPルーティングをイネーブルにします。ip routing

例：

ステップ 3

Device(config)# ip routing

Cisco IOSリリース 15.2(7)Ex（Catalyst 1000スイッチ）IPルーティングコンフィギュレーションガイド
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了し、特権 EXECモードに
戻ります。

end

例：

Device(config)# end

ステップ 4

IPアドレスの SVIへの割り当て
IPルーティングを設定するには、IPアドレスをレイヤ 3ネットワークインターフェイスに割
り当てる必要があります。これにより、IPを使用するインターフェイスでホストとの通信が可
能になります。IPルーティングはデフォルトでディセーブルであり、IPアドレスは SVIに割
り当てられていません。

IPアドレスは IPパケットの送信先を特定します。一部の IPアドレスは特殊な目的のために予
約されていて、ホスト、サブネット、またはネットワークアドレスには使用できません。RFC
1166の『Internet Numbers』には IPアドレスに関する公式の説明が記載されています。

インターフェイスには、1つのプライマリ IPアドレスを設定できます。マスクで、IPアドレ
ス中のネットワーク番号を示すビットが識別できます。マスクを使用してネットワークをサブ

ネット化する場合、そのマスクをサブネットマスクと呼びます。割り当てられているネット

ワーク番号については、インターネットサービスプロバイダーにお問い合わせください。

SVIに IPアドレスおよびネットワークマスクを割り当てるには、以下の手順に従います。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始し、設定するレイヤ 3
VLANを指定します。

interface vlan vlan-id

例：

Device(config)# interface vlan 1

ステップ 3

IPアドレスおよび IPサブネットマスク
を設定します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-if)# ip address 10.1.5.1
255.255.255.0

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを終了し、特権 EXECモード
に戻ります。

end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5

デバイスで設定されたすべての VLAN
インターフェイスの統計情報を表示しま

す。

show interfaces vlan [vlan-id]

例：

Device# show interfaces vlan 4

ステップ 6

スタティックユニキャストルートの設定

スタティックユニキャストルートは、特定のパスを通過して送信元と宛先間でパケットを送

受信するユーザ定義のルートです。ルータが特定の宛先へのルートを構築できない場合、スタ

ティックルートは重要で、到達不能なすべてのパケットが送信される最終ゲートウェイを指定

する場合に有効です。

スタティックルートを設定するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

スタティックルートを確立します。ip route prefix mask {address | interface}
[distance]

ステップ 3

例：

Device(config)# ip route prefix mask
gigabitethernet 1/0/4
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了し、特権 EXECモードに
戻ります。

end

例：

Device(config)# end

ステップ 4

設定を確認するため、ルーティングテー

ブルの現在の状態を表示します。

show ip route

例：

ステップ 5

Device# show ip route

次のタスク

スタティックルートを削除するには、no ip route prefix mask {address| interface}グローバルコ
ンフィギュレーションコマンドを使用します。ユーザによって削除されるまで、スタティック

ルートはデバイスに保持されます。

デフォルトのルートおよびネットワークの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

デフォルトネットワークを指定します。ip route network number

例：

ステップ 3

(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0
10.10.10.2

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了し、特権 EXECモードに
戻ります。

end

例：

Device(config)# end

ステップ 4

最終ゲートウェイで選択されたデフォル

トルートを表示します。

show ip route

例：

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

Device# show ip route

基本的な RIPパラメータの設定
RIPを設定するには、ネットワークに対して RIPルーティングをイネーブルにします。他のパ
ラメータを設定することもできます。デバイスでは、ネットワーク番号を設定するまでRIPコ
ンフィギュレーションコマンドは無視されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPルーティングをイネーブルにしま
す。（IPルーティングがディセーブル
になっている場合だけ、必須です）。

ip routing

例：

Device(config)# ip routing

ステップ 3

RIPルーティングプロセスをイネーブ
ルにして、ルータコンフィギュレー

ションモードを開始します。

router rip

例：

Device(config)# router rip

ステップ 4

ネットワークをRIPルーティングプロ
セスと関連付けます。複数の network

network network number

例：

ステップ 5

コマンドを指定できます。RIPルーティ
Device(config-router)# network
10.0.0.0

ングアップデートの送受信は、これら

のネットワークのインターフェイスを

経由する場合だけ可能です。

RIPコマンドを有効にするに
は、ネットワーク番号を設定

する必要があります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ルーティング情報を交換する

隣接ルータを定義します。このステッ

neighbor ip-address

例：

ステップ 6

プを使用すると、RIP（通常はブロード
Device(config-router)# neighbor
10.2.5.1

キャストプロトコル）からのルーティ

ングアップデートが非ブロードキャス

トネットワークに到達するようになり

ます。

（任意）オフセットリストをルーティ

ングメトリックに適用し、RIPによっ
offset-list [access-list number | name] {in
| out} offset [type number]

例：

ステップ 7

て取得したルートへの着信および発信

メトリックを増加します。アクセスリ

Device(config-router)# offset-list
103 in 10

ストまたはインターフェイスを使用

し、オフセットリストを制限できま

す。

（任意）ルーティングプロトコルタイ

マーを調整します。すべてのタイマー

の有効範囲は 0～ 4294967295秒です。

timers basic update invalid holddown flush

例：

Device(config-router)# timers basic
45 360 400 300

ステップ 8

• update：ルーティングアップデー
トの送信間隔。デフォルトは30秒
です。

• invalid：ルートが無効と宣言され
るまでの時間。デフォルト値は180
秒です。

• holddown：ルートがルーティング
テーブルから削除されるまでの時

間。デフォルト値は 180秒です。

• flush：ルーティングアップデート
が延期される時間。デフォルトは

240秒です。

（任意）RIPバージョン 1または RIP
バージョン 2のパケットだけを送受信

version {1 | 2}

例：

ステップ 9

するようにスイッチを設定します。デ

Device(config-router)# version 2 フォルトの場合、スイッチではバー

ジョン 1および 2を受信しますが、
バージョン 1だけを送信します。イン
ターフェイスコマンド ip rip {send |
receive} version 1 | 2 | 1 2}を使用し、イ
ンターフェイスでの送受信に使用する
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目的コマンドまたはアクション

バージョンを制御することもできま

す。

（任意）自動要約をディセーブルにし

ます。デフォルトでは、クラスフル

no auto summary

例：

ステップ 10

ネットワーク境界を通過するときにサ

Device(config-router)# no auto summary ブプレフィックスがサマライズされま

す。サマライズをディセーブルにし

（RIPバージョン 2だけ）、クラスフ
ルネットワーク境界にサブネットおよ

びホストルーティング情報をアドバタ

イズします。

ルータコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻り
ます。

end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 11

アクティブルーティングプロトコル

プロセスのパラメータと現在の状態を

表示します。

show ip protocols

例：

Device# show ip protocols

ステップ 12

RIP認証の設定
RIPバージョン 1は認証をサポートしていません。RIPバージョン 2のパケットを送受信する
場合は、インターフェイスでRIP認証をイネーブルにできます。インターフェイスで使用でき
る一連のキーは、キーチェーンによって指定されます。キーチェーンが設定されていないと、

デフォルトの場合でも認証は実行されません。

RIP認証がイネーブルであるインターフェイスでは、プレーンテキストとMD5という 2つの
認証モードがサポートされています。デフォルトはプレーンテキストです。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

Device# configure terminal

インターフェイスを設定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface
gigabitethernet 1/0/1

ステップ 3

RIP認証をイネーブルにします。ip rip authentication key-chain
name-of-chain

ステップ 4

例：

Device(config-if)# ip rip
authentication key-chain trees

プレーンテキスト認証（デフォルト）

またはMD5ダイジェスト認証を使用す
ip rip authentication mode {text | md5}

例：

ステップ 5

るように、インターフェイスを設定しま

す。Device(config-if)# ip rip
authentication mode md5

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを終了し、特権 EXECモード
に戻ります。

end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 6

IPネットワークのモニタリングおよびメンテナンス
特定の統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

表 3 : IPルートの削除またはルートステータスの表示を行うコマンド

目的コマンド

ルーティングテーブルの現在の状態を表示し

ます。

show ip route [address [mask] [longer-prefixes]]

サマリー形式でルーティングテーブルの現在

のステータスを表示します。

show ip route summary
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IPユニキャストルーティングの設定例

例：IPユニキャストルーティングのイネーブル化
次に、IPユニキャストルーティングをイネーブルにする例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ip routing
Device(config)# end

例：IPアドレスの SVIへの割り当て
次に、SVIに IPアドレスおよびネットワークマスクを割り当てる例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface vlan 4
Device(config-if)# ip address 10.1.5.1 255.255.255.0
Device(config-if)# exit
Device# show interfaces vlan 4

例：スタティックユニキャストルートの設定

スタティックユニキャストルートの設定例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ip route prefix mask gigabitethernet 1/0/4
Device(config)# end
Device# show ip route

例：ルーティングテーブルの現在のステータスの表示

次に、show ip routeコマンドの出力例を示します。

Device# show ip route

Codes: L - local, C - connected, S - static, R - RIP, M - mobile, B - BGP
D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2
i - IS-IS, su - IS-IS summary, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, * - candidate default, U - per-user static route
o - ODR, P - periodic downloaded static route, H - NHRP, l - LISP
a - application route
+ - replicated route, % - next hop override, p - overrides from PfR
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Gateway of last resort is 192.0.2.5 to network 0.0.0.0

S* 0.0.0.0/0 [0/0] via 192.0.2.5
10.0.0.0/8 is variably subnetted, 2 subnets, 2 masks
C 10.3.3.0/24 is directly connected, GigabitEthernet1/0/23
L 10.3.3.2/32 is directly connected, GigabitEthernet1/0/23
172.16.0.0/24 is subnetted, 1 subnets
S 172.16.0.1 [1/0] via 192.0.2.5
10.0.0.0/8 is variably subnetted, 2 subnets, 2 masks
C 192.0.2.4/24 is directly connected, Vlan1
L 192.0.2.10/24 is directly connected, Vlan1
209.165.201.0/24 is subnetted, 1 subnets
S 209.165.201.1 [1/0] via 192.0.2.5
Device#

S -- Stand for static route.

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

Consolidated Platform Command Reference, Cisco IOS
Release 15.2(7)Ex (Catalyst 1000 Switches)

この章で使用するコマンドの完全な構文

および使用方法の詳細。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

IPユニキャストルーティングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

Cisco IOSリリース 15.2(7)Ex（Catalyst 1000スイッチ）IPルーティングコンフィギュレーションガイド
15

IPユニキャストルーティングの設定

その他の参考資料

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/lan/catalyst1000/software/releases/15_2_7_e/command_reference/b_1527e_1000_cr.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/lan/catalyst1000/software/releases/15_2_7_e/command_reference/b_1527e_1000_cr.html
http://www.cisco.com/support


けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 4 : IPユニキャストルーティングの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。Cisco IOS Release 15.2(7)E1IPユニキャストルーティング
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第 2 章

IPv6ユニキャストルーティングの設定

• IPv6ユニキャストルーティングについて （17ページ）
• IPv6ユニキャストルーティングの設定方法（21ページ）
• IPv6ユニキャストルーティングのモニタリング（30ページ）
• IPv6ユニキャストルーティングの設定例（30ページ）
• IPv6ユニキャストルーティングの機能履歴と情報（32ページ）

IPv6ユニキャストルーティングについて
この章では、に IPv6ホスト機能を設定する方法について説明します。

IPv6 Multicast Listener Discovery（MLD）スヌーピングの設定については、MLDスヌーピング

設定を参照してください。

IPv6の概要
IPv4ユーザは IPv6に移行することができ、エンドツーエンドのセキュリティ、Quality ofService
（QoS）、およびグローバルに一意なアドレスのようなサービスを利用できます。IPv6アドレ
ススペースによって、プライベートアドレスの必要性が低下し、ネットワークエッジの境界

ルータで Network Address Translation（NAT;ネットワークアドレス変換）処理を行う必要性も
低下します。

シスコの IPv6の実装方法については、次の URLを参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6553/products_ios_technology_home.html

IPv6アドレス

スイッチがサポートするのは、IPv6ユニキャストアドレスのみです。サイトローカルなユニ
キャストアドレスおよびマルチキャストアドレスはサポートされません。

IPv6の 128ビットアドレスは、コロンで区切られた一連の 8つの 16進フィールド
（n:n:n:n:n:n:n:n.の形式）で表されます。次に、IPv6アドレスの例を示します。

2031:0000:130F:0000:0000:09C0:080F:130B

Cisco IOSリリース 15.2(7)Ex（Catalyst 1000スイッチ）IPルーティングコンフィギュレーションガイド
17

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6553/products_ios_technology_home.html


実装を容易にするために、各フィールドの先行ゼロは省略可能です。上記アドレスは、先行ゼ

ロを省略した次のアドレスと同じです。

2031:0:130F:0:0:9C0:80F:130B

2つのコロン（::）を使用して、ゼロが連続する 16進フィールドを表すことができます。ただ
し、この短縮形を使用できるのは、各アドレス内で 1回のみです。

2031:0:130F::09C0:080F:130B

IPv6アドレス形式、アドレスタイプ、および IPv6パケットヘッダーの詳細については、
Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/
ios/ipv6_basic/configuration/xe-3e/ip6b-xe-3e-book.htmlを参照してください。

サポート対象の IPv6ユニキャストルーティング機能

ここでは、スイッチでサポートされている IPv6プロトコル機能について説明します。

128ビット幅のユニキャストアドレス

スイッチは集約可能なグローバルユニキャストアドレスおよびリンクに対してローカルなユ

ニキャストアドレスをサポートします。サイトに対してローカルなユニキャストアドレスは

サポートされていません。

•集約可能なグローバルユニキャストアドレスは、集約可能グローバルユニキャストプレ
フィックスの付いた IPv6アドレスです。このアドレス構造を使用すると、ルーティング
プレフィックスを厳格に集約することができ、グローバルルーティングテーブル内のルー

ティングテーブルエントリ数が制限されます。これらのアドレスは、組織を経由して最

終的にインターネットサービスプロバイダーに至る集約リンク上で使用されます。

これらのアドレスはグローバルルーティングプレフィックス、サブネット ID、およびイ
ンターフェイス IDによって定義されます。現在のグローバルユニキャストアドレス割り
当てには、バイナリ値001（2000::/3）で開始するアドレス範囲が使用されます。プレフィッ
クスが 2000::/3（001）～E000::/3（111）のアドレスには、ExtendedUnique Identifier（EUI）
64フォーマットの 64ビットインターフェイス IDを設定する必要があります。

•リンクに対してローカルなユニキャストアドレスをすべてのインターフェイスに自動的に
設定するには、修飾 EUIフォーマット内で、リンクに対してローカルなプレフィックス
FE80::/10（1111 1110 10）およびインターフェイスIDを使用します。ネイバー探索プロト
コル（NDP）およびステートレス自動設定プロセスでは、リンクに対してローカルなアド
レスが使用されます。ローカルリンク上のノードは、リンクに対してローカルなアドレス

を使用します。通信する場合に、グローバルに一意なアドレスは不要です。IPv6ルータ
は、リンクに対してローカルな送信元または宛先アドレスを持つパケットをその他のリン

クに転送しません。

IPv6の DNS

IPv6は、ドメインネームシステム（DNS）のレコードタイプを、DNS名前/アドレスおよび
アドレス/名前の検索プロセスでサポートします。DNSAAAAリソースレコードタイプは IPv6

Cisco IOSリリース 15.2(7)Ex（Catalyst 1000スイッチ）IPルーティングコンフィギュレーションガイド
18

IPv6ユニキャストルーティングの設定

サポート対象の IPv6ユニキャストルーティング機能

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/ipv6_basic/configuration/xe-3e/ip6b-xe-3e-book.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/ipv6_basic/configuration/xe-3e/ip6b-xe-3e-book.html


アドレスをサポートし、IPv4のAアドレスレコードと同等です。スイッチは IPv4および IPv6
の DNS解決をサポートします。

ICMPv6

IPv6のインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）は、ICMP宛先到達不能メッセー
ジなどのエラーメッセージを生成して、処理中に発生したエラーや、その他の診断機能を報告

します。IPv6では、ネイバー探索プロトコルおよびパスMTUディスカバリに ICMPパケット
も使用されます。

ネイバー探索

スイッチは、IPv6対応のネイバー探索プロトコル（NDP）（ICMPv6の最上部で稼働するプロ
トコル）、および NDPをサポートしない IPv6ステーション対応のスタティックネイバーエ
ントリもサポートします。IPv6ネイバー探索プロセスは ICMPメッセージおよび送信請求ノー
ドマルチキャストアドレスを使用して、同じネットワーク（ローカルリンク）上のネイバー

のリンク層アドレスを判別し、ネイバーに到達できるかどうかを確認し、近接ルータを追跡し

ます。

スイッチは、マスク長が 64未満のルートに対して ICMPv6リダイレクトをサポートしていま
す。マスク長が 64ビットを超えるホストルートまたは集約ルートでは、ICMPリダイレクト
がサポートされません。

ネイバー探索スロットリングにより、IPv6パケットをルーティングするためにネクストホッ
プ転送情報を取得するプロセス中に、スイッチ CPUに不必要な負荷がかかりません。IPv6パ
ケットのネクストホップがスイッチによってアクティブに解決しようとしている同じネイバー

である場合は、そのようなパケットが追加されると、スイッチはそのパケットをドロップしま

す。このドロップにより、CPUに余分な負荷がかからないようになります。

IPv6ネクストホップセキュリティ機能は でサポートされていません。（注）

IPv6のステートレス自動設定および重複アドレス検出

スイッチではステートレス自動設定が使用されているため、ホストやモバイル IPアドレスの
管理のような、リンク、サブネット、およびサイトアドレス指定の変更を管理することができ

ます。ホストはリンクに対してローカルな独自アドレスを自動的に設定します。起動元ノード

はルータに送信請求を送信して、インターフェイス設定をアドバタイズするようルータに要求

します。

IPv6アプリケーション

スイッチは、次のアプリケーションについて IPv6をサポートします。

• ping、traceroute、Telnet

• IPv6トランスポートによるセキュアシェル（SSH）

• IPv6トランスポートによる HTTPサーバアクセス
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• IPv4トランスポートによる AAAAの DNSレゾルバ

• IPv6アドレスの Cisco Discovery Protocol（CDP）サポート

IPv6のスタティックルート

スタティックルートは手動で設定され、2つのネットワーキングデバイス間のルートを明示的
に定義します。スタティックルートが有効なのは、外部ネットワークへのパスが1つしかない
小規模ネットワークの場合、または大規模ネットワークで特定のトラフィックタイプにセキュ

リティを設定する場合です。

RIPのIPv6

IPv6の Routing Information Protocol（RIP）は、ルーティングメトリックとしてホップカウン
トを使用するディスタンスベクトルプロトコルです。IPv6アドレスおよびプレフィックスの
サポート、すべての RIPルータを含むマルチキャストグループアドレス FF02::9を RIPアッ
プデートメッセージの宛先アドレスとして使用する機能などがあります。

IPv6によるSNMPとSyslog

IPv4と IPv6の両方をサポートするには、IPv6のネットワーク管理で IPv4および IPv6のトラ
ンスポートが必要になります。IPv6による Syslogは、このトランスポートのアドレスデータ
タイプをサポートします。

Simple Network Management Protocol (SNMP)と IPv6を介した syslogは、次の機能を提供しま
す。

• IPv4と IPv6両方のサポート

• SNMPに対する IPv6トランスポート、および SNMP変更による IPv6ホストのトラップの
サポート

• IPv6アドレス指定をサポートするための SNMPおよび Syslogに関連するMIB

• IPv6ホストをトラップレシーバとして設定

IPv6に関連するサポートでは、SNMPは既存の IPトランスポートマッピングを変更して、IPv4
と IPv6を同時にサポートします。次の SNMP動作は、IPv6トランスポート管理をサポートし
ます。

•デフォルト設定のユーザデータグラムプロトコル（UDP）SNMPソケットを開く

• SR_IPV6_TRANSPORTと呼ばれる新しいトランスポートメカニズムを提供

• IPv6トランスポートによる SNMP通知の送信

• IPv6トランスポートの SNMP名のアクセスリストのサポート

• IPv6トランスポートを使用した SNMPプロキシ転送のサポート

• SNMPマネージャ機能と IPv6トランスポートの連動確認
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IPv6上の HTTP（S）

HTTPクライアントは要求を IPv4 HTTPサーバと IPv6 HTTPサーバの両方に送信し、これらの
サーバは IPv4HTTPクライアントと IPv6HTTPクライアントの両方からの要求に応答します。
IPv6アドレスを含む URLは、16ビット値をコロンで区切った 16進数で指定する必要があり
ます。

受信ソケットコールは、IPv4アドレスファミリまたは IPv6アドレスファミリを選択します。
受信ソケットは、IPv4ソケットまたは IPv6ソケットのいずれかです。リスニングソケット
は、接続を示す IPvv4と IPv6の両方の信号を待ち受け続けます。IPv6リスニングソケットは、
IPv6ワイルドカードアドレスにバインドされています。

基本TCP/IPスタックは、デュアルスタック環境をサポートします。HTTPには、TCP/IPスタッ
ク、およびネットワーク層相互作用を処理するためのソケットが必要です。

HTTP接続を確立するには、基本ネットワーク接続（ping）がクライアントとサーバホストと
の間に存在する必要があります。

IPv6のデフォルト設定
表 5 : IPv6のデフォルト設定

デフォルト設定機能

未設定IPv6アドレス

IPv6ユニキャストルーティングの設定方法

IPv6アドレッシングの設定と IPv6ルーティングのイネーブル化
ここでは、IPv6アドレスを各レイヤ 3インターフェイスに割り当てて、IPv6トラフィックを
スイッチ上でグローバル転送する方法を説明します。

スイッチで IPv6を設定する前に、次の点に注意してください。

ipv6 addressインターフェイスコンフィギュレーションコマンドでは、16ビット値を使用し
たコロン区切りの 16進形式で指定したアドレスで ipv6-address変数および ipv6-prefix変数を入
力する必要があります。prefix-length変数（スラッシュ（/）で始まる）は、プレフィックス（ア
ドレスのネットワーク部分）を構成するアドレスの上位連続ビット数を示す 10進値です。

インターフェイス上の IPv6トラフィックを転送するには、そのインターフェイス上でグロー
バル IPv6アドレスを設定する必要があります。インターフェイス上で IPv6アドレスを設定す
ると、リンクに対してローカルなアドレスの設定、およびそのインターフェイスに対する IPv6
のアクティブ化が自動的に行われます。設定されたインターフェイスは、次に示す、該当リン

クの必須マルチキャストグループに自動的に参加します。
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•インターフェイスに割り当てられた各ユニキャストアドレスの送信要求ノードマルチキャ
ストグループ FF02:0:0:0:0:1:ff00::/104（このアドレスはネイバー探索プロセスで使用され
る）

•すべてのノードを含む、ルータリンクに対してローカルなマルチキャストグループFF02::1

•すべてのルータを含む、リンクに対してローカルなマルチキャストグループ FF02::2

IPv6アドレスをレイヤ 3インターフェイスに割り当てて IPv6転送をイネーブルにするには、
特権 EXECモードで次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Device# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始し、設定するレイヤ 3
インターフェイスを指定します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface

ステップ 2

gigabitethernet 1/0/1

次のいずれかを使用します。ステップ 3 • ipv6 address ipv6-prefix/prefix length
eui-64：IPv6アドレスの下位64ビッ• ipv6 address ipv6-prefix/prefix length

eui-64 トの拡張固有識別子（EUI）を使用
して、グローバル IPv6アドレスを• ipv6 address ipv6-address/prefix

length 指定します。ネットワークプレ

フィックスだけを指定します。最終• ipv6 address ipv6-address link-local
の 64ビットは、スイッチのMAC• ipv6 enable
アドレスから自動的に計算されま

例：
す。これにより、インターフェイス

Device(config-if)# ipv6 address
2001:0DB8:c18:1::/64 eui 64

上で IPv6処理がイネーブルになり
ます。

Device(config-if)# ipv6 address
2001:0DB8:c18:1::/64 • ipv6 address ipv6-address/prefix

length：インターフェイスの IPv6ア
ドレスを手動で設定します。

Device(config-if)# ipv6 address
FE80::/10 link-local

Device(config-if)# ipv6 enable
• ipv6 address ipv6-address

link-local：インターフェイスで IPv6
がイネーブルな場合に自動設定され

るリンクローカルなアドレスでな

く、特定のリンクローカルなアドレ
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目的コマンドまたはアクション

スをインターフェイスで使用するよ

うに指定します。このコマンドによ

り、インターフェイス上で IPv6処
理がイネーブルになります。

• ipv6 enable：インターフェイスに
IPv6リンクローカルなアドレスを
自動設定し、インターフェイスでの

IPv6処理をイネーブルにします。
リンクに対してローカルなアドレス

を使用できるのは、同じリンク上の

ノードと通信する場合だけです。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config-if)#end

入力を確認します。show ipv6 interface interface-id

例：

ステップ 5

Device# show ipv6 interface
gigabitethernet 1/0/1

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

Device# copy running-config
startup-config

IPv6 ICMPレート制限の設定
ICMPレート制限はデフォルトでイネーブルです。エラーメッセージのデフォルト間隔は 100
ミリ秒、デフォルトバケットサイズ（バケットに格納される最大トークン数）は 10です。

ICMPレート制限パラメータを変更するには、特権 EXECモードで次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

Device# configure terminal

IPv6 ICMPエラーメッセージの間隔と
バケットサイズを設定します。

ipv6 icmp error-interval interval
[bucketsize]

例：

ステップ 2

• interval：バケットに追加されるトー
クンの間隔（ミリ秒）。指定できる

Device(config)# ipv6 icmp
範囲は 0～ 2147483647ミリ秒で
す。

error-interval 50 20

• bucketsize：（任意）バケットに格
納される最大トークン数。指定でき

る範囲は 1～ 200です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 3

Device(config)# end

入力を確認します。show ipv6 interface [interface-id]

例：

ステップ 4

Device# show ipv6 interface
gigabitethernet 1/0/1

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

Device# copy running-config
startup-config

IPv6のスタティックルーティングの設定（CLI）
スタティック IPv6ルートを設定するには、特権 EXECモードで次の手順を実行します。

スイッチは、16個の IPv6スタティックルートをサポートします。（注）

始める前に

スタティック IPv6ルートの設定前には、次の処理を実行する必要があります。
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• ip routingグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用してルーティングをイネー
ブルにします。

• ipv6 unicast-routingグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して IPv6パケッ
トの転送をイネーブルにします。

•インターフェイスに IPv6アドレスを設定して、少なくとも 1つの IPv6をレイヤ 3イン
ターフェイスでイネーブルに設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Device# configure terminal

スタティックIPv6ルートを設定します。
次のいずれかのオプションを設定する必

要があります。

ipv6 route ipv6-prefix/prefix length
{ipv6-address | interface-id [ipv6-address]}
[administrative distance]

例：

ステップ 2

• ipv6-prefix：スタティックルートの
宛先となる IPv6ネットワーク。ス

Device(config)# ipv6 route
タティックホストルートを設定す2001:0DB8::/32 gigabitethernet1/0/1

る場合は、ホスト名も設定できま

す。

130

• /prefix length：IPv6プレフィックス
の長さ。プレフィックス（アドレス

のネットワーク部分）を構成するア

ドレスの上位連続ビット数を示す

10進値です。10進数値の前にス
ラッシュ記号が必要です。

• ipv6-address：指定したネットワー
クに到達するために使用可能なネク

ストホップの IPv6アドレス。ネク
ストホップの IPv6アドレスを直接
接続する必要はありません。再帰処

理が実行されて、直接接続されたネ

クストホップの IPv6アドレスが検
出されます。このアドレスは RFC
2373に記載された形式（16ビット
値を使用したコロン区切りの 16進
表記で指定）で設定する必要があり

ます。
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目的コマンドまたはアクション

• interface-id：Point-To-Point（ポイン
トツーポイント）インターフェイス

およびブロードキャストインター

フェイスからのダイレクトスタ

ティックルートを指定します。ポ

イントツーポイントインターフェ

イスの場合、ネクストホップの

IPv6アドレスを指定する必要はあ
りません。ブロードキャストイン

ターフェイスの場合は、常にネクス

トホップの IPv6アドレスを指定す
るか、または指定したプレフィック

スをリンクに割り当てて、リンクに

対してローカルなアドレスをネクス

トホップとして指定する必要があ

ります。パケットの送信先となるネ

クストホップの IPv6アドレスを指
定することもできます。

リンクに対してローカルなア

ドレスをネクストホップとし

て使用する場合は、interface-id
を指定する必要があります

（リンクに対してローカルな

ネクストホップを隣接ルータ

に設定する必要もありま

す）。

（注）

• administrative distance：（任意）ア
ドミニストレーティブディスタン

ス。指定できる範囲は 1～ 254で
す。デフォルト値は 1で、この場
合、接続されたルートを除くその他

のどのルートタイプよりも、スタ

ティックルートが優先します。フ

ローティングスタティックルート

を設定する場合は、ダイナミック

ルーティングプロトコルよりも大

きなアドミニストレーティブディ

スタンスを使用します。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# end

IPv6ルーティングテーブルの内容を表
示して、設定を確認します。

次のいずれかを使用します。ステップ 4

• show ipv6 static [ ipv6-address |
ipv6-prefix/prefix length ] [interface • interface interface-id：（任意）出力

インターフェイスとして指定されたinterface-id ] [detail]][recursive]
[detail]

インターフェイスを含むスタティッ

クルートのみを表示します。
• show ipv6 route static

例：
• recursive：（任意）再帰スタティッ
クルートのみを表示します。

Device# show ipv6 static 2001:0DB8::/32
interface gigabitethernet 1/0/1

recursiveキーワードは interface
キーワードと相互に排他的です。たまたは
だし、コマンド構文に IPv6プレ

Device# show ipv6 route static
フィックスが指定されているかどう

かに関係なく、使用できます。

• detail：（任意）次に示す追加情報
を表示します。

•有効な再帰ルートの場合、出力
パスセットおよび最大分解深

度

•無効なルートの場合、ルートが
無効な理由

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

Device# copy running-config
startup-config

IPv6 RIPの設定
IPv6の RIPルーティングを設定するには、特権 EXECモードで次の手順を実行します。

始める前に

IPv6RIPを実行するようにスイッチを設定する前には、次の処理を実行する必要があります。

• ip routingグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用してルーティングをイネー
ブルにします。
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• ipv6 unicast-routingグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して IPv6パケッ
トの転送をイネーブルにします。

•インターフェイスに IPv6アドレスを設定して、少なくとも 1つの IPv6をレイヤ 3イン
ターフェイスでイネーブルに設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Device# configure terminal

IPv6 RIPルーティングプロセスを設定
し、このプロセスに対してルータコン

ipv6 router rip name

例：

ステップ 2

フィギュレーションモードを開始しま

す。
Device(config)# ipv6 router rip cisco

（任意）IPv6 RIPでサポートできる等
コストルートの最大数を定義します。

maximum-paths number-paths

例：

ステップ 3

指定できる範囲は 1～であり、デフォ
ルトはルートに設定されています。

Device(config-router)# maximum-paths
6

グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 4

Device(config-router)# exit

インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始し、設定するレイ

ヤ 3インターフェイスを指定します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface
gigabitethernet 1/0/1

ステップ 5

指定された IPv6RIPルーティングプロ
セスをインターフェイス上でイネーブ

ルにします。

ipv6 rip name enable

例：

Device(config-if)# ipv6 rip cisco
enable

ステップ 6

（任意）IPv6デフォルトルート（::/0）
を RIPルーティングプロセスアップ

ipv6 rip name default-information {only
| originate}

例：

ステップ 7

デートに格納して、指定インターフェ

イスから送信します。
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-if)# ipv6 rip cisco
default-information only

任意のインターフェイスから

IPv6デフォルトルート
（::/0）を送信したあとに、
ルーティングループが発生し

ないようにするために、ルー

ティングプロセスは任意のイ

ンターフェイスで受信したす

べてのデフォルトルートを無

視します。

（注）

• only：このインターフェイスから
送信するアップデートに、デフォ

ルトルートを格納し、その他のす

べてのルートを含めない場合に選

択します。

• originate：このインターフェイス
から送信するアップデートに、デ

フォルトルートおよびその他のす

べてのルートを格納する場合に選

択します。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 8

Device(config)# end

次のいずれかを使用します。ステップ 9 • show ipv6 rip cisco interfaceコマン
ドは、現在の IPv6 RIPプロセスに
関する情報を表示します。

• show ipv6 rip [name] [ interface
interface-id] [ database ] [ next-hops
] • show ipv6 ripコマンドは、IPv6

ルーティングテーブルの現在の内

容を表示します。

• show ipv6 rip

例：

Device# show ipv6 rip cisco interface
gigabitethernet 1/0/1

または

Device# show ipv6 rip

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 10

Device# copy running-config
startup-config
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IPv6ユニキャストルーティングのモニタリング

IPv6の表示
次の表に、IPv6ユニキャストルーティング機能をモニタするために使用できるコマンドを示し
ます。これらのコマンドの構文および使用方法の詳細については、コマンドリファレンスド

キュメントを参照してください。

目的コマンド

アクセスリストのサマリーを表示します。show ipv6 access-list

IPv6の Ciscoエクスプレスフォワーディング
を表示します。

show ipv6 cef

IPv6インターフェイスのステータスと設定を
表示します。

show ipv6 interface interface-id

IPv6ネイバーキャッシュエントリを表示しま
す。

show ipv6 neighbors

IPv6プレフィックスリストを表示します。show ipv6 prefix-list

スイッチの IPv6ルーティングプロトコルのリ
ストを表示します。

show ipv6 protocols

IPv6 RIPルーティングプロトコルステータス
を表示します。

show ipv6 rip

IPv6ルートテーブルエントリを表示します。show ipv6 route

IPv6スタティックルートを表示します。show ipv6 static

IPv6トラフィックの統計情報を表示します。show ipv6 traffic

IPv6ユニキャストルーティングの設定例

例：IPv6アドレッシングの設定と IPv6ルーティングのイネーブル化
次に、IPv6プレフィックス 2001:0DB8:c18:1::/64に基づく、リンクに対してローカルなアドレ
スおよびグローバルアドレスを使用して、IPv6をイネーブルにする例を示します。EUI-64イ
ンターフェイス IDが、両方のアドレスの下位 64ビットで使用されます。show ipv6 interface
EXECコマンドの出力は、インターフェイスのリンクローカルプレフィックス FE80::/64にイ
ンターフェイス ID（20B:46FF:FE2F:D940）を付加する方法を示すために追加されています。
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Device(config)# ipv6 unicast-routing
Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/11
Device(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8:c18:1::/64 eui 64
Device(config-if)# end
Device# show ipv6 interface gigabitethernet 1/0/11
GigabitEthernet1/0/11 is up, line protocol is up
IPv6 is enabled, link-local address is FE80::20B:46FF:FE2F:D940
Global unicast address(es):
2001:0DB8:c18:1:20B:46FF:FE2F:D940, subnet is 2001:0DB8:c18:1::/64 [EUI]
Joined group address(es):
FF02::1
FF02::2
FF02::1:FF2F:D940

MTU is 1500 bytes
ICMP error messages limited to one every 100 milliseconds
ICMP redirects are enabled
ND DAD is enabled, number of DAD attempts: 1
ND reachable time is 30000 milliseconds
ND advertised reachable time is 0 milliseconds
ND advertised retransmit interval is 0 milliseconds
ND router advertisements are sent every 200 seconds
ND router advertisements live for 1800 seconds
Hosts use stateless autoconfig for addresses.

例：IPv6 ICMPレート制限の設定
次に、IPv6 ICMPエラーメッセージ間隔を 50ミリ秒に、バケットサイズを 20トークンに設
定する例を示します。

Device(config)#ipv6 icmp error-interval 50 20

例：IPv6のスタティックルーティングの設定
次に、アドミニストレーティブディスタンスが 130のフローティングスタティックルートを
インターフェイスに設定する例を示します。

Device(config)# ipv6 route 2001:0DB8::/32 gigabitethernet 1/0/1 130

例：IPv6の表示
次に、show ipv6 interface特権 EXECコマンドの出力例を示します。

De# show ipv6 interface
Vlan1 is up, line protocol is up
IPv6 is enabled, link-local address is FE80::20B:46FF:FE2F:D940
Global unicast address(es):
3FFE:C000:0:1:20B:46FF:FE2F:D940, subnet is 3FFE:C000:0:1::/64 [EUI]

Joined group address(es):
FF02::1
FF02::2
FF02::1:FF2F:D940
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MTU is 1500 bytes
ICMP error messages limited to one every 100 milliseconds
ICMP redirects are enabled
ND DAD is enabled, number of DAD attempts: 1
ND reachable time is 30000 milliseconds
ND advertised reachable time is 0 milliseconds
ND advertised retransmit interval is 0 milliseconds
ND router advertisements are sent every 200 seconds
ND router advertisements live for 1800 seconds

<output truncated>

IPv6ユニキャストルーティングの機能履歴と情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

変更内容リリース機能名

この機能が導入されました。Cisco IOS Release 15.2(7)E1IPv6ユニキャストルーティ
ング
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